
と商品(グッズ)の違いであるともいわれるが，そ

の原理と同じことがここでもあてはまる.反論の

余地なく説得が可能な科学的，論理的「計画j と

いうものはほとんど存在しない.計画は解決すべ

き課題の態様に応じて，必要な情報素材たるデー

タを積み重ね，各計画過程で計両者の「心証j に

よって取捨選択と，再構築が行なわれるという宿

命をもっている.そこにすでに情緒的な感性の世

界が入りこんでいる以上，プレゼンテーションに

おける受け手の情緒性を問題とすべきことは当然

である.

それは総合的で行き届いた「演出」の必要性を

意味している.ショウ・ピジネスにおける演出に

学ぶところ大であるが，なかでも，日本の風土，

日本人の血のなかに育ち，洗い上げられてきた古

典の f芸」の世界が大いに役立つ.歌舞伎や，寄

席芸のもっている演出力を，プレゼンテーション

という観点から分析した論にはまだ接していな

し、.

マーケティングの世界ではテレずに演出」

したものが勝つ.

一一……一一……..一回一一…….".......一一一..一一一回・.....……一一一岡田町・........._-同国一「

特集に当って
小林竜一

日常の暮しの中でわれわれはいろいろなイベントに のお話しをというご意見があれば編集委員会にお寄せ

出会い，その心にくい演出に感心する.たとえば東京 いただけると幸いである.将来特集を再び組むか，ま

オリンピックの閉会式などを今でも憶えておられる方 たは特集としてでなく適当な号に分散して掲載させて

も多いのではないか. いただくこともできると考えている.

また，名著といわれる本を読み，名講演を聞いて感 最後にプレゼンテーションについて拙いながら私見

激した経験をもたない方はあるまい. を述べさせていただいてこの稿を閉じたい.

これらはもちろんその内容が大切で、，それが本質で 私が日頃感じているプレゼンテーションの要点、は，

はあるが，その演出，構成に深く先を読んだ技術的な 1) 対象(受け手)の状態をよ〈把握する(教養，

配慮があって，その効果が倍増していると考えてよか 生活，経歴など).

ろう 2) 対象の関心を集める(導入部).

OR ワーカーとしてこれらプレゼンテーションの技 3) 主題を理解するのに必要ないろいろの事柄を展

術力・演出力・構成力についても研究をしておくこと 関する(伏線を置く).

は悪いことではないと考えて，この特集を企画した 4) 対象(受け手)が自分で主題を発見できるよう

プレゼンテージョンにおいてはその問題の性格や， に刺激する(受け手を追込む). . 

演出者・著者・講演者の人格，そしてTPOのすべて 5) 対象の状態をよく見ながら最適の時点で主題を

の様相によって効果ある手法・考え方・展開法はすべ 展開する.

て違うであろうからつの事例を知ってもこれがそ 6) 余音を残して締めくくる(受け手の自主性を残

のまま応用できるとは限らないが，いろいろの分野の す).

方々の苦心された点，成功された点をうかがって自分 という 6 つの段階を有機的に(それぞれを自然に)連

の教養とすれば，それはいつか役に立っと考えた. 絡することがよいと思っている.

また，本特集の執筆をお願いした方々はお忙しい方 なお，論理の展開が主となる場合には，上述の観点

方なので，一部ご依頼した方からの原稿を入手するこ のほかに，講演者が一言を惜しんだため，著者が一行

とができなかった.そんなわけで特集として見たとき を惜しんだために，受け手が論理の系を見失し、，多く

に全般的なバランスをとることはできていないかもし の時間を浪費したり，または，ついにその学問への輿

れない.この点は読者のご容赦をお願いするとともに 味を失なうことが多いことに留意すべきではなかろう

もしこういう分野，こういう方にプレゼンテーション か.
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